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論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
  本研究は、イノベーションの必要性が徐々に高くなってきているが、他方で資
源制約に直面する小規模組織が、イノベーションのマネジメントをいかに行うべき
かという問題に、豊富な事例調査をもとに答えようとするものである。  
第一章では、中小企業研究の系譜を振り返りつつ、小規模組織にもイノベーショ
ンが求められるようになった背景を説明する。第二章ではイノベーションに関する
代表的な理論、イノベーションマネジメントの研究、資源動員の創造的正当化研究、
知の「探索」と「活用」の研究限定合理的な組織を前提としたイノベーションのマ
ネジメントについての研究、中小企業のイノベーション・プロセスの視点を提供す
る研究、のレビューである。 
第三章から第六章は、小規模組織のイノベーションの事例を多数提示しつつ考察
を提示した章である。第三章では、少ない資源動員量を前提に、小規模組織が単独
でイノベーションを実現していくときの要諦が、複数事例から共通項を抽出しそれ
を整理するという帰納的手法を通じて提示される。第四章では小規模組織のイノベ
ーションにおける外部資金の有用性について検討し、資金的な資源動員を確保でき
たとしても、それだけでは十分な解決にはならないと結論付けた。第五章では、複
数の組織が関係性を確立してイノベーションを実行する事例を、スポット的関係と
長期継続的関係に分け、前者では産学連携・異業種交流を、後者では東成エレクト
ロニクスと京都試作ネットワークの事例を取り上げた。結果、小規模組織がイノベ
ーション実現するために、他組織と関係性を構築することの効果が確認された。た
だしその関係性を機能し続けることは容易ではないことも事例から示された。第六
章では上記の定性的調査を踏まえた結論および実務家に対するインプリケーショ
ンが提示され、今後の研究課題を提起して稿が閉じられている。 
本研究は、16年にわたって105回ものインタビュー調査に基づいた労作である。
筆者は小規模組織の経営実態に精通しており、その小規模組織についての知見には
圧倒される。 
他方でいくつか問題も残されている。第一に既存理論に対する本研究の学術的な
貢献が明確ではないという点である。本研究の豊富な事例に比べると、理論レビュ
ー、事例の理論的検討が十分に行われているとは言い難い。確かに理論や概念は文
中に散りばめられているが、それらと事例との接続が不十分である。第二にキーワ
ードとなる、「小規模組織」、「イノベーション」の定義が曖昧である。特に「イ
ノベーション」というキーワードについては、筆者なりの定義は記載されているが、
本研究での重要性を鑑みるに、もっと丁寧なレビューと議論を踏まえた上での定義
が必要であろう。第三に、事例の選択基準が明確ではなく、サンプルバイアスの可
能性がある。本来、事例の選択にあたって、問題意識や仮説に応じて何らかの基準
で取捨選択を行うべきであるが、本研究ではその基準は示されていない。第四とし
て、本研究で提出された小規模組織のためにイノベーションのマネジメントの論理
は、大企業を念頭において作られたイノベーションマネジメントの理論と比べると、
それほど独自性があるとは読み取れない点である。 
以上のように、いくつか深刻な課題は残されているものの、水野氏の行ったフィ
ールドワークの量は他を圧倒するものであり、そこから得られた結論は納得を得ら
れるものになっており、研究として一定のレベルに達していると判断される。 
 
上記の理由から、本論文の審査の結果として、博士（経営学）として「合格」と
判定する。 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
